
令和6年度　学校関係者評価　報告書

３．自己点検自己評価報告書の評価項目ごとの評価・意見等

（１）教育理念・目標 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（２）学校運営 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

情報システム化等による業務の効率化が図られているか

・成績・出欠などの業務の効率化

・学生管理システム導入の促進

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか

・働き出してからも挨拶ができていない人がいる。服装、髪色等も仕事の内容によって異なっ
てくる。ON/OFFの切り替えができるようになってほしい。

・学校行事が回復しつつあることは良い

１．「令和6年度自己点検自己評価報告書」に基づき学校関係者評価を実施

２．学校関係者評価委員
　　　　鍋島　盛雄　氏（株式会社メープルハウス代表取締役：関連業界等関係者）
　　　　澤村　進二　氏（株式会社洋菓子のさわむら代表取締役：関連業界等関係者）
　　　　南谷　晃平　氏（パティスリーリッチモントオーナーパティシエ：関連業界等関係者）
　　　　徳田　英晃　氏（洋菓子Hakuオーナーパティシエ：本校卒業生）
　　　　西村　信彦　氏（長土塀町会連合会会長：地域住民）

評価項目

理念・目的・育成人材像は定められているか
（専門分野の特性が明確になっているか）

学校における職業教育の特色は何か

教育活動に関する情報公開が適切になされているか

理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか

・挨拶など礼儀等指導、基礎技術の向上
・新しいトレンドの確認

・外部の先生や卒業生に、必要とされる人材像や、在校中に身につけるべき技術を、職場で
の体験とともに話してもらう

評価項目

目的等に沿った運営方針が策定されているか

事業計画に沿った運営方針が策定されているか

運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか
有効に機能しているか

人事、給与に関する制度は整備されているか

教務・財務等の組織整備など意思決定システムが整備されているか

業界や地域社会等に関するコンプライアンス体制が整備されているか



（３）教育活動-1 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（３）教育活動-2 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置
づけられているか

授業評価の実施・評価体制はあるか

・業界の流行部分や新たな製法・技術の情報を取り入れ、専門性や質の向上を図る

評価項目

職業に関する外部関係者から評価を取り入れているか

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか

資格取得の指導体制・カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマネ
ジメントが行われているか
関連分野における先端的な知識・技術等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のた
めの取組みが行われているか

職員の能力開発のための研修等が行われているか

・研修等の日程（授業時間割）が合わず、参加できないことがある

・オンライン研修の活用や授業時間割変更などにより、職員の研修参加促進

評価項目

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか

教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベ
ルや学習時間の確保は明確にされているか

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されて
いるか
関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われてい
るか

・求める人材は、やはり挨拶のできる人。技術的なことは基本をしっかり身に付けてほしい。
・コミュニケーション能力は、お客様と接する仕事では重要である。

・他の専門学校の水準に取り残されないように、研修や講習を受けさせてほしい。

・業界ニーズに合わせたカリキュラムの検討



（４）学修成果 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（５）学生支援-1 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（５）学生支援-2 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

課外活動に対する支援体制は整備されているか

・学生からの相談について、担任と担当職員等との連携の在り方

・学生からの相談内容を、職員全員が把握理解（共有）し、対応する

評価項目

学生の生活環境への支援は行われているか

保護者と適切に連携しているか

・国や県の災害支援の案内掲示をしっかりして、担当と担任で細かく直接の聞き取りをしてほ
しい。

・離職について、会社での離職の原因は人間関係が多い。最近は社員同士の飲み会も行き
たがらずコミュニケーションがない。雇い主や仕事仲間との関係もあり、離職をとどまらせるの
は難しい。

卒業生への支援体制はあるか

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

高校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが行われているか

・保護者との連携における担任の過重負担

・副担任を設け、保護者との情報の共有など、協力体制の構築

学生の健康管理を担う組織体制はあるか

就職率の向上が図られているか

資格取得率の向上が図れているか

退学率の低減が図られているか

卒業生・在校生の社会的な活躍および評価を把握しているか

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用しているか

・卒業生とコンタクトをとること

・新しい環境に適応しにくい学生、製菓や調理を学ぶ事には意欲はあるが障害のある学生な
ど、さまざまな学生が学びに来ているが、それぞれに適切な指導がなされている。

・卒業生と連絡しあえるシステム作りの検討
・現在活躍している卒業生に直接話をしてもらう機会を設ける

評価項目

進路・就職に関する支援体制は整備されているか

学生相談に関する体制は整備されているか

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか

評価項目



（６）教育環境 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（７）学生の受入れ募集 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（８）財務 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

4

4

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

財務について会計監査が適正におこなわれているか

財務情報公開の体制整備はできているか

・学生数の減少

・高校生、社会人に本校に興味を持ってもらえる方法を考え、学生の確保を図る

・材料費の高騰を理由に、年度途中で実験実習費の追加徴収はしないようにする。

評価項目

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか

防災に対する体制は整備されているか

・実習室の施設・設備の老朽化

・予算範囲内での施設・設備の更新

評価項目

・老朽化しているが建て替えや移転は難しい

・学生減少は目に見えており、違う切り口で学校が生き残っていく道を探らないといけない。例
えば、資格をとれなくても1年でカフェオープンできるノウハウを教えるとかあるのではないか。
・SNSを学校が発信する他に、学生に学校の良さを発信してもらうことも良いと思う。

学生募集活動は、適正に行われているか

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか

学納金は妥当なものとなっているか

・学生数の減少

・学生募集活動の方法、学校アピールの仕方などを再検討する

評価項目



（９）法令等の遵守 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

（１０）社会貢献・地域貢献 【適切：4　　ほぼ適切：3　　やや不適切：2　　不適切：1】

評価

3

3

3

①課題

②今後の改善方策

学校関係者評価委員
の評価・意見

・震災ボランティア等の募集、実施

・問題点について順次改善方向に進めて行く

評価項目

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか

学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか

・地域社会との接点、ボランティア活動の活発化

特になし

・自己点検自己評価の更なる改善

評価項目

法令・専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか

自己評価結果を公開しているか

・何か日頃のボランティアを考えていくこと


